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研究要旨

研究目的
我が国は、少子高齢化による人口動態、臓器移植の

推進などにより献血液の需要が一段と高まると予測さ
れる。一方で若者の献血離れなどにより、需要に対す
る供給は不足すると推計されており、将来の高まる需
要に見合った献血の確保は極めて重要である。

他方、昨今献血による HIV 感染事例が問題となった。
若林、生島らの HIV 陽性者を対象にした調査によれば、
HIV 感染判明のきっかけが献血であるものが 3.1%あっ
た。感染の可能性の認識は他の手段に比べると低いも
のの、そのうち 27.2%は献血時に HIV 感染可能性があ
る程度以上あったと回答している。市川、塩野らによ
る一般人口を対象とした調査からは、過去 6 か月間の
献血経験をもつ MSM（Men who have Sex with Men）
がある一定割合がいることが報告されている。しかし、
その背景については不明な点が多くより詳細な調査が
求められている。

そこで本研究では、安全な献血血液確保のための有
効な情報伝達のあり方および普及啓発方法を検討し提
示するため、ハイリスク層（MSM）における献血につ
いての意識や行動の実態を明らかにし、それに基づく
啓発を行うことを目的とする。

研究方法
1. MSM を対象とする献血に関連する経験に関する調査
(1) 調査の概要

MSM を対象としたインターネット上での無記名自記
式質問紙調査を行う本調査に先だって、適切な質問紙
作成のためのパイロット調査を 2015 年度に行った。

2015 年度パイロット調査：質問紙作成のため、献
血で陽性が判明した MSM および献血習慣がある MSM、
3 名程度を対象に、個別の半構造化された質問紙を元
に聞き取り調査を実施した。献血や検査に至る経過に
ついて面接し、事例を収集する。その内容に基づいて
調査項目案の妥当性を考査する（面接時間 30 〜 60 分）。
面接内容は研究参加者の同意のもと録音する。リクルー
トは、HIV 陽性 MSM の場合はぷれいす東京に対面相談
で来所経験がある者から、献血習慣がある MSM の場
合は機縁法で、協力を依頼する。質問項目は下記の通
りである。

・	 属性	・自己のセクシュアリティの認識や行動	・献血
経験、動機、知識	・HIV 検査受検経験	・献血 /エイ
ズ教育に触れた経験	など、全 26問

2016 年度自記式質問紙調査：
	 MSMを対象にしたMSM向けホームページ利用者を
対象とし、昨年度のパイロット調査をもとに作成し
た質問紙を用いて、ウェブ調査を行った。

(2) 調査の実施
リクルート方法は、MSM 向けホームページにバナー

広告を出稿し、200 人を目標に、ウェブ調査へリクルー
トした。参加者は各自の保有する携帯電話端末等から
インターネット上の質問票サイトへアクセスし、同意
の上調査に参加するものとした。

【取り込み基準】回答は Cookie により同一回答防止
をし、すべての設問に回答した者のみを有効回答とし
た。

本研究では、安全な献血血液確保のための有効な情報伝達のあり方および普及啓発方法を検討し提示するため、わが
国のエイズ発生動向調査で感染者・患者報告数の多くを占め、HIV 感染のハイリスク層の一つである MSM（Men who 
have Sex with Men）における献血についての意識や行動の実態を明らかにすることを課題とした。

今年度は、①昨年度実施した自記式質問紙調査の再分析を行い、その結果を②専用ウェブサイトを構築、掲載し、ゲ
イ向け出会い系アプリの広告を活用して広く広報を行った。

HIV 感染ハイリスク層への情報伝達方法及び
意識調査の研究
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(3) 調査期間
2016 年 12 月 3 日〜 9 日の 7 日間で実施した。該

当の期間、ホームページ上にバナー広告を出稿し、12
月 10 日にウェブ調査のためのサイトの公開を停止して
いる。

(4) 質問項目
年齢、HIV 感染予防行動、HIV 検査行動、献血行動、

献血に関する知識、および献血の制限項目に関する評
価について、合計 55 問を選択形式および自由記述方式
で尋ねた。

(5) 分析方法
2016 年度に年齢階級毎に記述統計を行った結果を

踏まえ、主に下記項目について統計学的検討を行った。
①	MSMが献血をする主な動機は何なのか？
②	HIV 検査の目的でMSMが、献血をどの程度利用し
ているか？

③	地方居住するMSMと都市部居住のMSMとの献血
経験の違いはあるのか？

④	献血経験のあるMSMと経験のないMSMに違いは
あるのか？

⑤	男性同性間の性行為について献血の制限事項がある
が、それをどこで知り、どのように評価しているか？

2. MSM を対象とする、ウェブサイトを通じた研究結果
のフィードバック

(1) 啓発の概要
2017 年度の本調査の結果について統計学的検討を

行ったものを元に、主に MSM を対象としてその分析
結果および、献血について知ってもらいたい内容につ
いて掲載したウェブサイトを開発した。そして、その
ウェブサイトについてゲイ向け出会い系アプリを利用
して、広報を行った。広告については、図 1 の通りで
ある。

図 1

(2) 調査の実施
ウェブサイトには、下記内容の分析結果に関する文

章、グラフ等を掲載した。

1	回答者の背景
2	ゲイ・バイセクシュアル男性が献血をする主な動機
は何なのか？

3	HIV 検査の目的でゲイ・バイセクシュアル男性が、
献血をどの程度利用しているか？

4	献血経験のあるゲイ・バイセクシュアル男性と経験
のないゲイ・バイセクシュアル男性に違いはあるの
か？

5	男性同性間の性行為について献血の制限事項がある
が、それをどこで知り、どのように評価しているか？

また、分析結果に関連する、献血について MSM に
知ってもらいたい内容を、下記項目の内容をコラムと
して配置した。
コラムⅠ	 輸血で感染した人の事例
コラムⅡ	 献血をしたけれど、その血液の提供をキャ

ンセルしたい場合には
コラムⅢ	 あなたの HIV の感染可能性のリスク評価、

合っていますか？
コラムⅣ	 制限項目はなぜ設定されているのか？

(3) 調査期間
ウェブサイトについては、2018 年 3 月 16 日にロー

ンチを行った。また、当ウェブサイトの広報については、
2018 年 3 月 19 日から 3 月 26 日にかけて、ゲイ向け
出会い系アプリ上に広告を展開して行った。

（倫理面での配慮）
本研究の研究計画については、特定非営利活動法人

ぷれいす東京倫理委員会 (2015 年 11 月 ) より承認を
得て実施した。

研究参加者に対し、本研究の参加は、参加者の自由
な意思であり、不参加の場合でもいかなる不利益が生
じないことを、説明文書および質問紙に明記する。また、
答えづらい質問には答えなくてよいことを伝える。

研究結果
1. MSM を対象とする献血に関連する経験に関する調査

得られた回答すべて 2,526 件のうち、有効回答が
2,286 件だった。今年度の分析対象を、日本国内に居
住する MSM( 性別を男性と回答、生涯同性との性経験
あり ) に限定し、またすでに HIV 陽性を確認している
回答者を分析対象外とした。

データの分析は、IBM SPSS Statistics 23.0 - Mac OS
を用いた。なお、統計的有意水準は 5%未満とした。

(1) 調査参加者の属性 
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分 析 対 象 の 2,026 件 の 年 齢 階 級 は、10 代 39 件
(1.9% )、20 代 595 件 (29.4% )、30 代 612 件 (30.2% )、
40 代 626 件 (30.9% )、50 代 139 件 (6.9% )、60 歳以
上 15 件 (0.7% ) となった。なお、下記の分析で年齢階
級別に検討する場合、15-24歳 283件、25-34歳 680件、
35-49歳 909件、50歳以上 154件に分けて検討を行う。

居住地は北海道・東北 187 件 (9.2% )、東京 452 件
(22.3% )、関東・甲信越 ( 除く東京 ) 397 件 (19.6％ )、
東海 246 件 (12.1% )、北陸 31 件 (1.5% )、近畿 354 件
(17.5% )、中国・四国 128 件 (6.3% )、九州 231 件 (11.4% )
であった。関東近県の回答が多いものの、全国からの
回答を得ることができた。

HIV 検査の生涯受検経験は全体で 70.7%であり、過
去 1 年間以内の受検が 56%だった。また、献血の生
涯経験については全体で 65.8%であり、過去 1 年間が
22%、1 〜 2 年の間が 13%、3 年以上前が 65%だった。

① MSM が献血をする主な動機は何なのか？
最も多いのが ｢自分の血液が役立って欲しいから

｣ 57.5%で、「輸血用の血液が不足していると聞いた
から」35.5%、｢社会の役に立ちたいから｣ 28.3%がそ
れに続いた。献血の動機として、社会貢献に関するも
のが多く挙げられた。また、｢自分の健康管理のため
｣ 27.0%、｢お菓子やジュースがもらえるから｣ 25.8%、
｢なんとなく｣ 23.8%などの他、｢周囲からすすめられて
｣ 5.9%、｢誘われて断ることができなかったから｣ 4.3%
など、集団献血を思わせる回答もあった。

生涯に献血をしたことがある人のうち、学校や職場
などでの集団献血の経験について 46%が経験があると
回答した。年齢階級別にみると、15-24 歳が 38.9%、
25-34 歳 が 43.9 %、35-49 歳 が 47.3 %、50 歳 以 上 が
51.5%だった。集団献血をした場所として、｢学校｣ が
48%、｢職場｣ が 44%、「献血イベント」が 7%だった。
献血経験のある人のうち ｢コールバックシステム｣ に
ついて知っている人は 61%だった。

② HIV 検査の目的で MSM が、献血をどの程度利用して
いるか？

生涯に献血を経験した者は全体で 65.8%で、15-24
歳 が 39.9 %、25-34 歳 が 60.3 %、35-49 歳 が 74.4 %、
50 歳以上が 87.0%だった。

献血を HIV 検査代わりに利用した割合は、全体で
4.1%だった。年齢階級別にみると、15-24 歳が 1.8%、
25-34 歳が 3.2%、35-49 歳が 4.2%、50 歳以上が 8.2%
だった。なお、年齢階級別の差については、統計学的
有意差はみられなかった。

③地方居住する MSM と都市部居住の MSM との献血経
験の違いはあるのか？

ブロック別に生涯献血経験をみると、北海道 (n=97) 
66.0%、東北 (n=90) 71.1%、関東 (n=362) 65.5%、東
京 (n=452) 62.6%、甲信越 (n=3) 57.1%、 東海 (n=246) 
67.1%、北陸 (n=31) 71.0%、近畿 (n=354) 64.4%、中

国 (n=96) 68.8 %、 四 国 (n=32) 59.4 %、 九 州 (n=231) 
71.4%だった。HIV 検査代わりに献血を利用した割合は、
北海道 0.0%、東北 1.6%、関東 3.8%、東京 3.6%、甲信
越 0.0%、 東海 1.8%、北陸 18.2%、近畿 5.7%、中国 7.8%、
四国 5.3%、九州 4.9%だった。HIV 検査の代わりに献
血を利用した割合に地域差がみられたが、統計学的有
意差はみられなかった。

④ 献血経験のある MSM と経験のない MSM に違いはあ
るのか？

「生涯献血経験あり」(n=1,333) と、｢生涯献血経験
あり｣ (n=693) に分けて、各項目の差について統計学
的に検定を行った。

生涯 HIV 検査経験についてあると答えたのが、「献
血経験あり」73.6%、｢献血経験なし｣ 65.1%で有意差
がみられた (P<0.001)。HIV 感染の可能性の自己評価に
ついてなし・ほとんどないと答えたのが、「献血経験あ
り」84.8%、｢献血経験なし｣ 80.8%だった (P=0.027)。
学校での HIV 教育経験についてあると答えたのが、

「献血経験あり」48.0%、｢献血経験なし｣  64.6 だった
(P<0.001)。HIV 陽性者の身近さについている・いると
思うと答えたのが、「献血経験あり」54.9%、｢献血経験
なし｣ 47.9%だった (P=0.003)。

⑤ 男性同性間の性行為について献血の制限事項がある
が、それをどこで知り、どのように評価しているか？

｢6 ヶ月以内に次のいずれかに該当することがありま
したか。
①	不特定の異性または新たな異性との性的接触があっ
た。

②	男性同士の性的接触があった。
③	麻薬、覚せい剤を使用した。
④	エイズ検査 (HIV 検査 ) の結果が陽性だった (6 ヶ月
以前も含む )。

⑤	上記①〜④に該当する人と性的接触をもった。｣

制限項目の認知は 81.2%だったが、この表現につい
て、アンケート回答者に評価をきいた。全体では、｢と
ても適切だと思う｣ 28.1%、｢ある程度適切だと思う｣ 
46.5%、｢適切だとは思わない｣ 18.3%、｢まったく適切
ではない｣ 7.0%だった。なお、年齢別でみても差はみ
られなかった。

一方、この制限事項について知った場所についてき
くと、｢献血場所｣ 57.1%が最も多く、｢口コミ｣ 15.3%、
｢HIV に関するニュース｣ 14.4%、｢日本赤十字社のウェ
ブサイト｣ 13.5%がそれに続いた。

2. MSM を対象とする、ウェブサイトを通じた研究結果
のフィードバック

2017 年度の本調査の結果について統計学的検討を
行ったものを元に、主に MSM を対象としてその分析
結果および、献血について知ってもらいたい内容につ
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いて掲載したウェブサイトを開発した。そして、その
ウェブサイトについてゲイ向け出会い系アプリを利用
して、広報を行った。なお、ウェブサイトについては
別添の図の通りである。

2018 年 3 月 19 日から 3 月 28 日にかけて、ゲイ向
け出会い系アプリ上に広告を展開した結果、アクセス
数は 14,268 件だった。

考 察
1.MSM を対象とする献血に関連する経験に関する調査

本アンケートでは、リクルートの方法により母集団
に対して比較的若年層に回答が偏る傾向の限界はある
が、性的に活発な年齢、行動の MSM 集団の回答協力
を得ることに成功した。また都市部のみではなく地方
など、全国から回答を得られた。

MSM の献血をする主な動機は、｢自分の血液が役に
立って欲しい｣ など社会貢献の目的が最も多く、｢自分
の健康管理｣ がそれに次いでいた。  献血を HIV 検査の
目的で利用した経験のある者は献血経験者のうち全体
で 4.1％だった。  ブロック別にみると、北陸 (18.2% )、
中国 (7.8% )、近畿 (5.7% )、四国 (5.3% )、九州 (4.9% )
の順 だった。

生涯献血経験の有無に対し、生涯 HIV 経験、HIV 感
染可能性、HIV の教育経験、HIV 陽性者の身近さに有
意差が見られた。

献血の制限事項について、全体の 74.6%が ｢とても
適切だと思う｣、｢ある程度適切だと思う｣ と回答して
いた。その一方で、制限事項を知った場所は ｢献血会
場｣ が最も多かった。

MSM の献血をする主な動機について、社会貢献の目
的の者も多く含まれている。そのため、献血の制限の
伝達にはそのことを踏まえた表現が求められる。また、
制限事項について多くが献血の会場で知っている現状
から、事前の情報提供による周知が求められる。

HIV 検査の代わりに献血を利用した経験の地域差は、
その地域での HIV 検査の受けやすさや選択肢の多寡を
示唆している可能性があり、MSM がより受けやすい
HIV 検査環境の整備が求められる。

2. MSM を対象とする、ウェブサイトを通じた研究結果
のフィードバック

上記アンケートのリクルートを行ったゲイ向け出
会い系アプリを基点に、調査結果および分析結果に関
連する、献血について MSM に知ってもらいたい内容
を掲載したウェブサイトを制作し展開した。(http://
kenketsu.ptokyo.org)

このウェブサイトの評価については、現時点ではア
クセス数の分析に留まるが、今後も本サイトの認知を
広げ、MSM と献血に関する啓発に利用していく。また、
同じ内容のパンフレットを制作し配布活動を行ってい
く。

本調査の限界と今後の課題
本アンケートでは、リクルートの方法により母集団

に対して比較的若年層に回答が偏る傾向の限界はある
が、性的に活発な年齢、行動の MSM 集団の回答協力
を得ることに成功した。また都市部のみではなく地方
など、全国から回答を得ることができている。

結 論
献血経験割合は回答者の 65.8％であり、21.8％が

過去 1 年に献血をしていた。献血をする動機は社会
貢献の意識が最も多く、次いで健康管理などが挙げ
られた。その一方で、HIV 検査代わりに献血をする人

（4.1％）だった。年齢階級別にみると、15-24 歳が 1.8%、
25-34 歳が 3.2%、35-49 歳が 4.2%、50 歳以上が 8.2%
だったが、年齢階級別の差については、統計学的有意
差はみられなかった。

また、HIV 検査代わりに献血を利用した割合は、北
海道 0.0%、東北 1.6%、関東 3.8%、東京 3.6%、甲信越 
0.0%、 東海 1.8%、北陸 18.2%、近畿 5.7%、中国 7.8%、
四国 5.3%、九州 4.9%だった。HIV 検査の代わりに献
血を利用した割合に地域差がみられたが、統計学的有
意差はみられなかった。

さらに、「生涯献血経験あり」(n=1,333) と、｢生涯
献血経験あり｣ (n=693) に分けて、各項目の差につい
て統計学的に検定を行うと、生涯 HIV 検査経験につい
てあると答えたのが、「献血経験あり」73.6%、｢献血経
験なし｣ 65.1%で有意差がみられた。HIV 感染の可能性
の自己評価についてなし・ほとんどないと答えたのが、

「献血経験あり」84.8%、｢献血経験なし｣ 80.8%などが
あげられる。

献血の制限項目の認識は 81.2％が認知をしているも
のの、それを知った場所が献血場所で知ったという人
が 70.2％と最も多く、学校教育も含めた、事前の情報
提供による周知は十分でないようにみえる。 また、制
限項目が、「適切ではない (18.3% )」、「まったく適切で
はない (7.0% )」となっており、制限が不適切と認識す
る回答者も少なくなかった。

こうした研究成果をウェブサイト、パンフレットを
通じて、アンケート回答者を含む、主にゲイ向け出会
い系サイトを利用する MSM を対象にフィードバック
を行った。本研究では、安全な献血血液確保のための
有効な情報伝達のあり方、および普及啓発方法を企画・
実施し、ハイリスク層（MSM）における献血について
の意識や行動の実態を明らかにした。
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